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形成外科
産婦人科
眼科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科
画像診断科
放射線治療科
歯科・口腔外科
麻酔科
救命救急科

総合内科
循環器内科
呼吸器内科
消化器内科
脳神経内科
リウマチ内科
血液腫瘍内科
腎内分泌糖代謝内科
精神科
小児科
小児外科

皮膚科
リハビリテーション科
臨床検査科
病理診断科
消化器外科
乳腺外科
呼吸器外科
心臓血管外科
整形外科
脳神経外科
腎泌尿器科
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病 院 紹 介
I n t r o d u c t i o n  t o  o u r  h o s p i t a l

東海大学医学部付属八王子病院

病院長　野川　茂

　東海大学医学部創立50周年、誠におめでとうございます。八王子病院　病院長として、ひとこ
とご挨拶を申し上げます。当院は2002年に松崎松平先生（消化器内科）を初代病院長として、地
域に根ざした高度急性期病院を目指して開院致しました。その後、北川泰久先生（脳神経内科）が
11年の長きにわたり病院長を務められました。さらに、渡邊勲史、小林儀典、山田俊介、向井正
哉病院長に引き継がれ、私がちょうど7代目の病院長として、開院22年目の舵取りを任されるこ
ととなりました。皆様には、日頃より当院の診療および運営にひとかたならぬご支援を賜り、厚
く御礼申し上げます。
　さて、当院は開院以来、東京医科大学八王子医療センターと並ぶ地域の中核病院として、「理解
と調和の精神とリスクマネージメントに基づいた患者中心の心温まる医療」を「理念」に掲げ、患
者・家族との相互理解に基づいたヒューマニティーあふれるチーム医療を行って参りました。そ
して、2018年には南多摩医療圏における3つ目の「地域医療支援病院」として承認され、2024年
度からは近隣の医師会の先生方からの絶大なるご支援を受け、「紹介受診重点医療機関」に認定し
ていただきました。八王子市は、今後全国で最も人口高齢化が進行する地域のひとつで、今後10
年間に増加する要医療者は、全国平均の1.5倍とされています。
　当院で提供される高度医療のひとつががん診療であり、2017年に東京都、2020年に厚生労働
省の「がん診療連携拠点病院」を取得しました。特に、当院では超高齢社会を踏まえ、腹腔鏡・
胸腔鏡を用いた低侵襲手術に積極的に取り組んで参りましたが、2022年には強度変調放射線治療
(IMRT)が可能なHalcyon®を導入致しました。さらに、2024年夏からは泌尿器科および外科チー
ムにより国産外科ロボットhinotoriTMによる手術が可能となり、さらに低侵襲で高精度のがん治
療を展開してゆく所存です。
　もうひとつの高度治療が、脳卒中・循環器病に対する急性期治療で、循環器センターでは、虚
血性心疾患に対する経皮的冠動脈インターベンション(PCI)、心房細動に対するアブレーション
治療などを積極的に行っています。特に、橈骨動脈からのスレンダー・カテを用いたPCIや冷凍
凝固(クライオ)アブレーションも得意としています。また、当院は脳卒中学会「一次脳卒中セン
ター (PSC)コア」に認定され、脳卒中急性期の血栓溶解療法、血管内血栓除去療法、早期リハは
もとより、「脳卒中相談窓口」を開設して、多職種で脳卒中患者のサポートを行っています。
　さらに、当院は南多摩二次医療圏における唯一の東京都難病協力病院であり、高度急性期医療
のみならず、神経難病や膠原病を含む難治性疾患に対する治療も積極的に行っています。当院は
これからも、真に市民から信頼される病院を目指して頑張って参りますので、どうかこれからも
皆様の温かいご支援をよろしくお願い申し上げます。
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標榜診療科（近年10年間の最大時）

病院延床面積　7,550m2
本館／地上5 階・地下1 階　
2 号館／地上4 階・地下1 階
別館／地上3 階・地下1 階
病床数　99 床
● 保険医療機関
● 労災保険指定医療機関
● 指定自立支援医療機関
　（更生医療・精神通院医療）
● 臨床研修指定病院
● 臨床修練指定病院
● 東京都肝臓専門医療機関
● 生活保護法指定医療機関
● 難病医療費助成指定医療
機関

眼科
放射線科
病理診断

内科
循環器内科
呼吸器内科

消化器内科
糖尿病内科
外科

新型コロナ専用病院として長谷部渋谷区長（中央）、
渋谷区医師会長（左）との調印（2020年８月）

抗加齢ドック開始後の健診センター受診者数の伸び2024年４月時点での新型コロナ患者受け入れ数の
私立医科大学病院比較

2016年から2025年の10年間の３病院長
（左：赤石、中央：海老原、右：西﨑）（2024.8撮影）

病院全景

〒151-0053　東京都渋谷区代々木1-2-5

東海大学医学部付属東京病院

呼吸器外科
泌尿器科
耳鼻咽喉科

(2025年3月31日閉院)
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病 院 紹 介
I n t r o d u c t i o n  t o  o u r  h o s p i t a l

東海大学医学部付属東京病院の足跡
　東海大学医学部付属東京病院は、本学医学部の２番目の付属病院として日本発送電（株）が建設した「日発病院」を
引き継ぐ形で1983（昭和58）年12月に開設され、創立者の教えを守りながら地元に愛されつつ歩み続けてきました。
　新宿副都心に隣接する渋谷区代々木に立地し、近隣住民の身近な病院であるとともに、都心で働く方 に々とって利便性
の高い都市型医療を担う大学病院として地域医療に貢献すると共に、渋谷キャンパスや高輪キャンパス（現品川キャンパス）
で働く本学職員の健康管理に貢献してきました。
　しかし老朽化と学校法人が経営する医療機関への耐震基準の問題から、多くの人に惜しまれながら2025年３月で41年
９ヶ月の歴史に幕を閉じる事となりました。 

日本初となる取り組み
1)消化器肝臓センター
　開院当時「消化器センター」は他院でも設置されていましたが、肝臓の文字を配した日本初となる「消化器肝臓セン
ター」を設置しました。当時有効な治療法が確立されておらず患者が多かった肝臓病。とくにウイルス性肝炎や肝硬変、肝
臓がんにも力を入れて取り組む姿勢を内外に示すための表示でした。熟練した消化器内科と一般消化器外科医が常時10
人以上所属し、最大の診療科として多くの患者様を受け入れました。また質の高い学術活動を数々展開しました。松﨑松
平初代副院長の教えを引き継ぎ、2010年西崎泰弘講師により開始され白石光一副院長・教授に引き継がれた「肝臓病
教室」は大変好評でした。
２）抗加齢ドック
　健診センターは開院時より設置されていましたが、バブル崩壊以降稼働が低迷していました。2005年11月、堀田知光医
学部長、谷野隆三郎前伊勢原病院長、石井直明教授、川田浩志助教授が来院され、桑平一郎病院長、西﨑副院長と
協議し設置が決定されました。医学部だけでなく東海大学全体の取り組みとして香取草之助副理事長旗振りのもと、工学部
や体育学部の協力も頂きながら2006年６月に日本の大学病院初としてオープンしました。多くの受診者を受け入れるとともに、
数 の々研究成果と大型研究費も獲得しました。さらにマスコミにも多数紹介されました。抗加齢ドッグの開設以後、健診セン
ターの稼働金額は一貫して右肩上がりとなりました。
３）新型コロナ専用病院
　2019年に発生した新型コロナウイルスの感染蔓延では、東京都の要請を受けて大阪の公立病院に続き、東日本初、民
間初、大学病院初となる新型コロナ専用病院となりました。2020年９月から一般患者さんの入院を止め、コロナ診療に専念
するとともに2023年５月の感染症法５類移行まで、新型コロナに軸足を置いた診療を行いました。僅か60床の小病院なが
ら受け入れ患者数は常に全私立医科大学付属80病院中の５位以内を占め、都知事からの感謝状を受けました。

40周年記念誌以降（2013年〜2025年）の主な出来事
2013（平成25）年４月：幕内博康病院本部長が総院長に就任。標榜科に糖尿病内科を追加。
2014（平成26）年４月：病院長が近藤泰理教授から松嶋成志教授へ。
	 東海ボイスセンターから同クリニックに名称変更、標榜科に病理診断科を追加（９月）
2016（平成28）年４月：北里研究所病院より赤石誠先生が循環器内科教授として招聘され病院長に就任。
	 東京病院マニュアルの作成に着手
2018（平成30）年4月：伊勢原健康管理学から西﨑泰弘主任教授が病院長に就任。経費大幅削減に着手。
	 常勤の眼科、耳鼻科、神経内科の停止などで常勤医を27人→16人へ。 
2020（令和2）年９月：新型コロナ専用病院へ（〜 2022年7月）
2023（令和5）年４月：海老原明典呼吸器内科臨床教授が病院長に就任。
2024（令和6）年3月：入院業務を終了。
2025（令和7）年3月：現在地での医療活動を終了
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診療科
耳鼻咽喉科
リハビリテーション科
放射線科
麻酔科
病理診断科
歯科口腔外科
セカンドオピニオン外来

総合内科
循環器内科
呼吸器内科
消化器内科
神経内科
腎糖尿病内科
婦人科
呼吸器外科

外科
形成外科
脳神経外科
整形外科
精神科
皮膚科
泌尿器科
眼科

ナースステーション 病室 リハビリテーションセンター

病院全景

〒259-0198　神奈川県中郡大磯町月京21 番１号

病院延床面積  19,752.88m2
地下1階　地上5 階（免震構
造）
病床数　312 床

●神奈川県二次救急指定病
院
●神奈川県指定小児慢性特
定疾病医療機関
●難病医療費助成制度指定
医療機関
●臨床研修病院
●血液浄化センター
●オンコロジーセンター
●消化器内視鏡診療セン
ター
●リハビリテーションセン
ター
●健診センター
●患者支援センター
●鍼灸治療室

東海大学医学部付属大磯病院 (掲載情報は2023年2月28日医療法人徳洲会への事業継承時点)
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病 院 紹 介
I n t r o d u c t i o n  t o  o u r  h o s p i t a l

付属大磯病院　

元病院長　島田 英雄

　付属大磯病院は、1984年4月に医学部付属の3番目の病院として開設されました。相模湾を一
望する風光明媚な立地でリハビリテーションや人工透析に重点をおいた総合病院として、また中
郡（大磯町、二宮町）で唯一の地域医療連携の中核を担う病院として急性期医療から在宅医療を
行ってきました。また本院からの支援で高度医療の提供とともに、後方支援病院としての役割も
担ってきました。
　2020年からの新型コロナのパンデミックでは、一早く2月から帰国者接触者外来を開設しまし
た。4月には神奈川県からの要請により重点医療機関として急遽一般病棟の改修工事に取り掛か
り、県下の新型コロナ患者の受け入れを行ってきました。第1波、第2波後には、第3波を見据え
11月には院外プレハブ棟に発熱外来を開設し地域住民また診療施設からの多くの要請に対応し
ました。3年以上に及んだこの苦難の期間も、地域住民への一般診療を並行して継続できたのは
医師、看護部、診療協力部、事務部の全職員が一丸となっての協力体制によるものでした。
　当院は開院以来これまで8名の病院長が歴任しました。初代の福田弘明先生に始まり今井望先
生、黒島義男先生、津金隆一先生、中崎久雄先生、岡義範先生、吉井文均先生です。歴代の先生
方の功績により大磯病院は発展し希望を託して多くの業績を積み上げてきました。開設から10年
の節目には『波濤』と題した記念誌が発行されました。初代の福田病院長は”Small is beautiful”
として医師、看護師、コメディカルをまじえた教職員の相互連携が密で仕事環境の充実について、
また今井病院長は地域の中核病院としての要望に応えることの重要性を強調されていました。津
金病院長は本院との機能重複はできるだけ避け、独自分野で診療を充実させ在宅医療の重要性も
指摘されていました。そして20年、30年と時は経過し、この間も絶え間なく健全な病院運営のた
め多くの方策がとられてきました。
　しかし、急速な少子高齢化や社会情勢の変化等々、この地域での大学付属病院の存続が難しく
なりました。2023年2月に38年間の歴史に幕を閉じ、3月に医療法人徳州会に事業継承されまし
た。
　これまで付属大磯病院の運営にご協力いただいた全職員に心より感謝申しあげます。
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委 員 長	：	川田 浩志（医学部副学部長／医学
部医学科 学科長・教授）

副委員長	：	小川 吉明（病院本部 本部長補佐／
副病院長／医学部医学科 教授）

委　　員	：	濱田 昌史（病院本部 本部長補佐／
医学部医学科 教授）

委　　員	：	秦野 伸二（医学研究科 研究科長／
医学部医学科 教授）

委　　員	：	三上 克央（医学部医学科 教授）
委　　員	：	酒井 大輔（医学部医学科 教授）
委　　員	：	網野 真理（医学部医学科 教授）
委　　員	：	豊田 雅夫（医学部医学科 准教授）
 
相 談 役	：	飯田 政弘（学校法人東海大学 常務

理事／病院本部本部長）
相 談 役	：	森 正樹（病院本部副本部長／医学

部長／医学部医学科 教授）
相 談 役	：	渡辺 雅彦（病院本部副本部長／病

院長／医学部副学部長／医学部医
学科 教授）

相 談 役	：	吉川 隆博（医学部副学部長／医学
部看護学科 教授）

相 談 役	：	今泉 郷子（医学部看護学科 学科
長・教授）

相 談 役	：	原 義徳（病院運営企画室 室長／事
務部長 2024年12月まで）

相 談 役	：	中村　晃司（病院運営企画室 室長
／事務部長 2025年1月から）

事務局長	：	大島 慎一郎（病院運営企画室 次
長）

【記念式典ワーキンググループ】
委 員 長	：	酒井 大輔（医学部医学科 教授）
委　　員	：	大貫 優子（医学部医学科 准教授）
委　　員	：	渥美 治世（医学部医学科 助教）
事務局長	：	桑久保 ひとみ（病院運営企画室 次

長）
事務局員	：	桑田 晴香（病院運営企画室 課長補

佐）
事務局員	：	山本 明加（病院運営企画室）

【特設サイトワーキンググループ】
委 員 長	：	網野 真理（医学部医学科 教授）
委　　員	：	津田 万里（医学部医学科 准教授）
委　　員	：	大山 太（医学部看護学科 准教授）
委　　員	：	上畠 篤（医学部医学科 助教）
委　　員	：	山門 一平（医学部医学科 助教）
事務局長	：	後藤 貴志（病院運営企画室 課長）

【募金ワーキンググループ】
委 員 長	：	豊田 雅夫（医学部医学科 准教授）
委　　員	：	中川 儀英（病院本部 本部長補佐／

医学部医学科 教授）
委　　員	：	駒場 大峰（医学部医学科 教授）
事務局長	：	石原 弘慎（病院運営企画室 課長）
事務局員	：	佐藤 実香（病院運営企画室 課長補

佐）
事務局員	：	齋藤 祐佳（病院運営企画室 係長）
事務局員	：	松井 裕一（病院運営企画室 係長）
事務局員	：	宮里 このみ（病院運営企画室）
事務局員	：	藤岡 未妃（病院運営企画室）
事務局員	：	中川 拳（病院運営企画室）

【記念誌ワーキンググループ】
（右ページ参照）
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編集後記

東海大学医学部・医学部付属病院創設50周年記念誌
2025年３月31日　発行

企画・発行	 東海大学医学部・医学部付属病院創設50周年記念事業実行委員会
編集制作	 株式会社東海教育研究所
制作協力	 学校法人東海大学学園史資料センター
	 東海大学新聞編集部
デ ザイン 	 whiteline graphics co.
印刷・製本	 港北メディアサービス株式会社

　東海大学医学部・医学部付属病院は、2024年度に創設50周年を迎えました。これに先立ち、2024年1月26日に設置さ
れた医学部・医学部付属病院創設50周年事業実行委員会（委員長　川田浩志教授）のもと、医学部・医学部付属病院創設
50周年記念誌ワーキンググループが立ち上がりました。本ワーキンググループは、記念事業の一つである『東海大学医学
部・医学部付属病院創立50周年記念誌』の刊行に向け、編集作業を鋭意進めてまいりました。このたび、関係各位の温か
いご支援により、本記念誌を上梓する運びとなりました。
　本記念誌には、東海大学医学部・医学部付属病院と結びつきの深い方 よ々りご寄稿いただきました。また、ゆかりのある
お写真を数多く掲載いたしました。学部や病院内の各領域の皆様には、これまでの軌跡とともに、「50年後の未来」につい
て執筆をお願いいたしました。この難題に対して､各領域の皆様からは大いなる夢でお応えいただきました。一方で、本記
念誌では、可能な限り資料を収集し､東海大学医学部・医学部付属病院の歴史的事実について､丁寧に､そして誠実に辿り、
通史として記載することを心掛けました。将来を展望するためには、歴史の整理が不可欠です。この通史は､将来の東海大
学医学部の確たる礎になると自負しております｡
　50年の成果は、世界に先駆ける東海大学医学部・医学部付属病院の金字塔であるとともに、さらなる高みへの通過点に
過ぎません。伝統を守るためには､伝統を変えていかねばなりません。歴史と夢が鏤められた本記念誌を、医学部･医学部
付属病院の節目ごとに紐解いていただければ、編集に携わった委員一同としましては、望外の喜びでございます。
　本記念誌に玉稿を賜った皆様、そして本記念誌の構成と資料収集に誠心誠意ご尽力いただいた東海教育研究所の加
瀨大様に、衷心より感謝申し上げます。東海大学医学部とすべての付属病院のさらなる繁栄を祈念いたしまして、結びとさ
せていただきます。

2025年3月吉日
東海大学医学部・医学部付属病院創設50周年記念誌ワーキンググループ

	 委員長　三上 克央

委員長　三上 克央 （医学部医学科 教授）	 事務局長	 佐野 麻理子 （病院運営企画室 課長）
委　員	 浜橋 恒介 （医学部医学科 准教授）	 事務局員	 角田 ともえ （病院運営企画室 課長補佐）
委　員	 豊﨑 誠子 （医学部医学科 講師）	 事務局員	 樺島 敬子 （病院運営企画室）
委　員	 中島 信幸 （医学部医学科 講師）			 
委　員	 山本 理絵 （医学部医学科 講師）
委　員	 萩野 夏子 （医学部看護学科 講師）
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